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問▶子育て支援課（☎〈71〉2272）

topic 5

愛知県には、さまざまな事情で自分の家庭で暮らすことができない子どもが、たくさんいます。
いま、そんな子ども達を里親が預かり、その里親家庭を里親制度と地域のサポートで支える

「チーム養育」の輪が広がっています。
「子ども達のために何かできることがあるのでは」と考えている人、子ども達のあたたかい家庭
づくりに協力してもらえませんか？

子どもの養育において、金銭面で不安を感じる人も
多いかもしれません。
里親制度では教育費・医療費・毎月必要な生活費も
支給されます。

養育費は
公費で支払われます。

豊田市の児童養護施設 梅ヶ丘学園は、
里親制度の説明や里親として活動して
いる人のお話を伺う「里親さんのお話
を聞く会」を開催しています。ぜひ参
加してください。

養育里親の場合

※ 別途、医療費・教育費等も支給されます。

里親手当 預かる子ども1人あたり
9万円／月

生活費 乳児  約6万円／月
乳児以外 約5万2000円／月
  （令和5年6月時点）

イベントの申込み・里親に関する問合せ

社会福祉法人愛知玉
ぎょく

葉
よう

会
かい

 児童養護施設 梅ヶ丘学園 里親啓発担当：和
わ

智
ち

・川島
☎0565〈32〉1107（音声案内5）／fostering@umegaoka.org
※ この事業は梅ヶ丘学園が愛知県から委託を受けて実施しています。

さまざまな事情で家族と暮らせない子ども
達を、縁組をせず短期もしくは長期、自分
の家庭に迎え入れ、預かってくれる人のこ
とです。

養育里親とは？

地域で、社会で子育て！

イベントのご案内

里親についての
相談や、支援をして
います。なんでも
相談してください。

養 育 里 親子どもを自宅で預かる

▼里親さんのお話を聞く会
へきしんギャラクシープラザ
10月7日㈯

午前10時～正午
11月25日㈯
2月4日㈰
３月2日㈯

参加費
無料
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問健幸=SDGs課（☎〈71〉2204）

�シーホース三河と本市は、
地域活性化に関する包括連携
協定を締結しています。

●日時　�10月21日㈯・22日㈰午後3時5分
●場所　ウィングアリーナ刈谷（刈谷市築地町）
●対象　市内在住者（同伴者の住所は不問）
●申込み　�10月8日㈰までにQRコ

ードから申込み�
※�抽選結果を10月10日㈫
午後6時頃にメールで配信。

●問合せ　シーホース三河㈱（☎〈24〉8661）

抽選で各日抽選で各日100100組組200200人を無料招待！人を無料招待！
シーホース三河VSレバンガ北海道シーホース三河VSレバンガ北海道

みんなでアリーナを盛り上げよう！みんなでアリーナを盛り上げよう！

市民限定！

プロバスケットボールチームプロバスケットボールチーム
シーホース三河を応援しよう！シーホース三河を応援しよう！ 令和8年、令和8年、「「シーホース三河シーホース三河」」の本拠地となるの本拠地となる

新アリーナが誕生予定！新アリーナが誕生予定！

Ｑ.	 どんな施設なの？
Ａ.� �JR三河安城駅から
徒歩約3分の立地！�
スポーツだけではな
く、多目的な交流拠
点として、様々なイベントや催し物の開
催も可能な施設となる予定です。詳細は
シーホース三河HP参照。

アリーナでどんなことができる？何してみたい？最新情
報を聞きながら、つかい方をみんなで
考えるワークショップ（10月
～来年2月の計5回）を開催
します！詳細は市HP参照。

　少子化が止まりません。かつて本市では年間
2000人の子どもが生まれていましたが、昨年に
は1500人を割り込んでしまいました。生まれる
子の数が減り続ければ、当然、将来の生産年齢
人口が減少していきます。社会の担い手、高齢
者の支え手が細り、まちの活力がそがれていく
ことになるでしょう。
　少子化は、若者の将来にわたる経済的不安が
最大の要因とされます。出生数を上向かせるた
めには、若い人達が安心して結婚し、出産、育
児に向き合えるよう、雇用と収入の安定を確保
できる社会にしていかなければなりません。で
すから、将来性ある地元企業を支援するととも
に、交通インフラ整備、企業立地を推進するこ
とにより、産業を振興し、地域経済をさらに活
性化させていくことが、少子化に歯止めをかけ
るための根本的な政策と考えています。
　そしてもう一つの柱が、子育ての負担軽減で
す。妊産婦を孤立させない伴走型支援、男性の
育児負担割合の改善、必要な時に安心して子ど
もを預けられる保育環境づくり等です。
　ただ、これらの政策は事業成果が現れるまで

時間を要するため、まずは子育て世代の経済的
負担を和らげるための施策を実行していきます。
　はじめに、今年の2学期から小中学校の給食
費を無償化します。また来年度には、第2子以
降の低年齢児保育を無償化するとともに、高校
生世代の医療費を無償化（現在は入院費のみ無
料）する予定です。
　以上のとおり、国・
県が打ち出す対策と本
市独自の取組みにより、
総合的に少子化対策を
進めることで、事業効果が発現され、本市が豊
かで暮らしやすいまちとして発展し続けられる
ものと確信しています。
　子ども達は、未来の安城市を担ってくれる、
地域の宝です。子どもへの投資は、長期的には
社会に活力をもたらすものであり、社会全体で
負担することが望ましいと考えます。今60歳以
下の皆さんは将来、ほぼ間違いな
くこれから生まれてくる子ども達
に支えられることになるのですか
ら。

※記事の詳細は市HP(QRコード)参照。

三星元人市長からのメッセージ
我が国が直面する最大の危機『少子化』を考える


